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 「楽子の取り組みに関するアンケート」のご報告 

 楽子が取り組んだ 1～17 の評価項目について、A：大変そう思う、B：だいたいそう思う、C：思わない、D：

わからないの 4 段階で回答していただきました。ほとんどの項目で A＋B＝そう思うと、良い評価でした。自由

記述欄では 1～5 の項目についてたくさんの貴重な意見をいただきました。以下は自由記述欄での意見です。簡

単ではございますが、ご報告させていただきます。 

 

＜自由記述欄＞  

① お子さまを育てる上で困っていることは何ですか。（現在、将来のことなど） 

・集中力の持続。同じことの繰り返しが難しい。あきてしまう。落ち着きがなく、待てない。我慢や妥協ができ

ない。言う事が聞けない。 

・やりたいこと、楽しそうなこともなかなか自発的に行動できない。常に大人がスイッチを入れないといけない。 

・自分の荷物を管理できない。出かける時もかばんや荷物を持たずに身体だけ外に行き、荷物は人任せ。小学校

入学後、体育の着替えや片づけが心配。 

・小学校のことが分からない。誰に聞けばよいかも分からない。 

・買い物や外出など、自分の行きたいところにしか行かないので大変。 

・最近力が強くなってきたので叩かれたり、暴れたりすると大変。 

・嫌々期が早く過ぎてほしい。「座って」が理解できるようみんなで座る時には座らせる指導をしてほしい。 

・かんしゃく、こだわりが少なくなってきたような気がするが、マイペース、相手を無視し目を合わせない、会

話が成立しずらい、理解力が曖昧、オウム返し、独り言など、少しずつ社会に適応できるようになってほしい。

食べられないものも少しずつ食べられるようになってほしい。たくさんの人がいる場所などからは逃げ出そうと

するので学校へ通うころまでには耐性がついてほしいと思っている。 

・同じことを何度注意しても危険なことややめてほしいことの理解ができない。もしくはわかっているかもしれ

ないが止める事が出来ない。 

・食事の食べ方や順番に自分なりのこだわりがあるのに自分で食事しないので食べさせるのがとてもストレス。 

・指示が通りにくく、人の話を聞いて動くことができず、本人を動かすことがとても難しい。精神年齢が幼く、

社会性も乏しい。就学がとても心配。 

・生活習慣がなかなか身に付かない。マイペース過ぎて遅刻や勉強面でもできなければいいやと思うところ。 

・テンションが上がると調子に乗り、悪ふざけの度が過ぎる。就学後が不安。 

 

② 楽子の活動で取り組んでほしいことは何ですか。 

・おもちゃを使ったお箸等の練習がゲーム感覚でしてほしい。 

・良いことをしたら褒めてほしい。褒められると嬉しいし、他の子を真似して良い行動が取れるようになるかも。 

・お友だちとの関りのルール。言葉使いや暴力の禁止など。社会性を育んでほしい。 

・達成感を小さなことでも良いので味合わせてほしい。 

・畑作業や調理体験。 

・コンビニやスーパーなどで買い物をするなど、良い経験になるかも。 

・全てにおいて不器用さを感じるため、作業療法等あれば取り組んでもらいたい。また、マット遊び、ボール遊



び等スポーツ嫌いを克服してほしい。 

・今のままで十分。来年度は親子通園の日にもう少し行きたい。 

・学童保育の取り組みを早急に検討して頂きたい。楽子通所のまま進学したいので、土曜時間の延長、休日の対

応を設定して頂きたい。 

・みんなで一緒に活動してほしい。単独行動が多かったので、友達と仲良く過ごしてほしい。 

・まずは楽しく興味を引くことをし、そこから考えたり工夫できる活動にしてもらいたい。 

・社会生活の縮図、健全な家族的なことをしてもらえれば十分なので、現状で満足。 

・家ではできない自転車の乗り方を教えてほしい。 

・土曜利用の子どもたちも外での体験をさせてほしい。 

・小学生向けの集中できる取り組み。習字や読み書きなど。 

・子どもが楽子へ行く事をとても楽しんでいるようなので現状で満足。 

・ST、OT と話せる機会には積極的に参加したいし、もっと特性のある子の子育ての情報を知れると良い。 

・日常挨拶。礼儀作法。最低限の事を教えてほしい。 

・自ら行動できるようになること。時間を意識しながら物事に取り組めること。 

・お祝い会の後の謝恩会。 

 

③ 楽子からの情報としてほしいことは何ですか。 

・進路への助言や、自分の子より大きい子の将来の進路。生活面でどのように成長していくのか。 

・小学校入学へ向けて先生に伝えておいた方が良いことなど。 

・幼稚園で気を付けた方が良いことなど。 

・特性を長所として生かすにはどうしたらよいか教えてほしい。 

・家での接し方。言葉の引き出し方。いう事を聞かないとついつい叩いてしまう。 

・けがなく楽しくすごしてあれば特には。もちろんいい話を聞けるのは嬉しい。逆にトラブルや好ましくない言

動や事態には対応も含め連絡が欲しい。 

・現在配布されている情報紙と連絡ノートの内容で十分。より良い関わり方のアドバイス等があれば教えてほし

い。 

・個々の子どもの障害に対する日常生活の送り方、気をつける事、何をやらせたら良いかのアドバイスをお願い

したい。 

・楽子での様子。 

 

④ わらべ館の感想をお聞かせください。 

・おもちゃや本が増え、充実していて、自由に遊べる素敵なスペースだと思う。 

・居心地が良くて好き。 

・田舎のおばあちゃん家に来たみたいで落ち着く。子どもだけでなく、大人も一緒に過ごせる環境だと思う。 

 

⑤ その他、楽子へのご意見お聞かせください。 

・いつも愛情いっぱいで見てくださり、感謝している。これからも楽しく通ってほしい。 

・保育時間を長くしてほしい。土曜日等。 

・土曜日利用に感謝している。おかげで上の子のケアもできており、穏やかな日常を過ごせている。本人も楽子

の絵カードを見せると自ら靴を履きに行くので、彼なりに楽しんでいるよう。 

・男女ともにいて、お兄ちゃん達にはお世話してもらい、とても良い環境。家庭で至らない部分を補ってもらい

ありがたい。 



 

・デザート作りなど簡単な手作り体験は子どもが楽しんでいて、普段自分からは楽子の様子を話さないのに、お

やつ作り体験の時には嬉しそうに話してくれている。 

・先生方の専門的な意見を聞けるのが有難い。まだまだ長い道のりだが、本人の特性を理解することで今後の山

を一つ一つ乗り越えていけたらと思う。 

・昨年 7月以降、子どもの病気により付き添いさせてもらい、先生方の行動を拝見させて頂いているが、大変な

お仕事だと痛感。今後も根気よく新しい取組みにより、子どもたちを元気にしてください。 

・成功体験をたくさん積めると良い。 

・送迎のもれをなくしてほしい。 

・土曜日の単発利用を受け入れてほしい。 

・利用申し込み、保育参加などのイベントの出欠席が連絡帳に入れても回収されずそのまま返ってくることがあ

る。提出書類の確認をお願いしたい。 

 

 

楽子の活動に対して、たくさんのご理解・ご協力ありがとうございます。質問項目以外についてもたくさん 

の声をいただきました。いただいた声を基に今後のよりよい活動につなげていきたいと思います。今後もよ 

ろしくお願いいたします。                                           


